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健やか食育プロジェクト事業報告書 

 

健康福祉事務所名  加東     

 

１ 食育推進体制の整備 

食育推進 

課題 

・管内は生活習慣病の疾病別患者割合と健診結果の生活習慣病の血

糖・血圧・脂質・肝機能リスク、健診受診者のメタボ・予備軍の割合

が県より高い。また、管内市町のSMRは脳血管疾患系に比べ心疾患が高

い。 

・全県結果で生活習慣病の予防や改善のための食行動で「野菜をたく

さん食べること」が最も多く上げられている。しかし、副菜の摂取量

は1日2皿の割合が最多であり、副菜の摂取状況では食行動と啓発目標

に乖離がある。 

今年度の 

推進方策 

健康寿命の延伸と健やかな暮らしを支える食育活動の推進 

自然に健康になれる食環境づくり 

成 果 

・商業施設との連携により、地域の普及啓発の拠点に期待できた。 

・給食施設個別訪問の指導内容を汁物の食塩濃度測定を焦点にするこ

とで事業所給食担当者に地域課題と個別訪問指導の目的を伝えられ

た。 

今後の 

方向性 

事業所における従業員食堂を活用した食環境づくり整備の手法をモデ

ル事業として実施していく。 

 

２ 会議の開催状況 

実施日時 令和５年１２月２２日１４時～１６時 

参 集 者 
（団体数 

 及び人

数） 

・兵庫県立大学環境人間学部 １名 

・北播磨管内６市町栄養士 ９名 

協議内容 

 

・講義 健康課題の解決に向けた目標設定・評価の考え方 

・協議 圏域別の施策立案事業計画書及び評価指標の計画書について 

 

今後の 

方策 

圏域の健康課題解決に向けた事業実施の状況、評価指標の経過を引き

続き確認していく。 

※会議の議事録、参集者名簿を添付すること。 



３ 食育実践活動の結果 

テーマ 
健康寿命の延伸と健やかな暮らしを支える食育推進 

―生活習慣病の発症と重症化予防に向けた食育― 

対象及び 

参加者数 

①一般県民 ５５名 

②一般県民 ８５名 

③管内給食施設 ５６施設（うち個別訪問５施設） 

事業内容 

日時・場所 内  容 講師・運営スタッフ 

①令和5年 

11月25日 

10～15時 

やしろショッ

ピングパーク

Bio 

・食材料及び食材料カードを使用

したクイズや体験による野菜摂取

の啓発 

・体験：フレイル予防の「１０の

食品点検表」を用いた食生活の聞

き取り、ゲーム 

公衆栄養学臨地実習

生 

加東健康福祉事務所 

②令和5年 

11月25日 

10～15時 

やしろショッ

ピングパーク

Bio 

・普及啓発 兵庫県版フレイル予

防、SATシステムによる朝食バラン

スチェック、３色食品群による食

べもののはたらき 

兵庫県栄養士会北播

磨圏域 

管内地域栄養士会 

加東健康福祉事務所 

③令和6年 

1～2月 

加東健康福祉

事務所内 

各事業所内 

・情報提供 圏域内の健康課題及

び事業所内で取り組める高血圧予

防の食環境づくり 

・従業員食堂の取組み調査 

・個別指導 従業員食堂の汁物食

塩濃度測定 

加東健康福祉事務所 

事業所給食担当者 

成 果 

【成果】 

・商業施設内の普及啓発のためレクリエーションの要素を取り入れた事

業計画を立案し、実施ができた。 

・職能団体と連携することで専門性の高い助言が実施できた。 

・圏域健康課題の周知内容や従業員食堂の取組み調査の質問項目をA4 1

枚でまとめられた。従業員食堂の取組み状況調査票を工夫したが、事業

所からの回答率向上に至らなかった。 

【評価指標と目標値及び達成状況】 

・給食施設の個別指導数（目標13施設、達成状況5施設） 

今後の課題 地域の健康課題の普及啓発 

※プログラムや内容がわかる資料を抜粋し添付すること。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

商業施設内での普及啓発活動 その１ 

レクリエーションを通して、食べものや食生活への関心を高めてもらう普及啓発を実施。 

手の感触だけで 
野菜の名前はわかる？？ 

生活習慣病とは？ 
ボウリングを  
きっかけに  
フレイル予防の  
食品群別多様性  
スコアを啓発  

食生活で意識していても不足しがちな“野菜” 

パネル展示 

商業施設内での普及啓発活動 その２ 

手軽に作れる野菜レシピとフレイル予防を紹介  

食材カードを  
名前で並べかえ  

兵庫県栄養士会北播磨圏域、地域栄養士会とともにフレイル予防、朝食バランスチェッ

ク、食べものの３つの働きについて普及啓発しました。 

SAT システムによる朝食バランスチェックは 
結果の分かりやすく好評でした 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

・食塩濃度測定したことがないので申込みした。 
・利用者ニーズを考慮すると薄味は難しい  

地域課題に働き世代の高血圧やメタボリックシンドロームが上がる 

従業員食堂の食育推進 

働き世代が過ごす時間の多い職場で食育の推進するため、

管内給食施設へ啓発 

北播磨圏域の働き世代の健康課題と高血圧予防に向けて

従業員食堂でできる取組事例を紹介しました  

申込みがあった  
事業所でみそ汁の  
食塩濃度測定を実施。 
その場で結果還元。  

兵庫県版フレイルチェックは 
栄養士会員が聞き取りアドバイス 釣り上げた食材カード 

３色の分類だと、 
どれに当てはまる？ 


